
Ⅰ．序言

支石墓を中心にした朝鮮半島青銅器時代の

墳墓に対する研究は、地域毎の墳墓の型式分

類及び出土遺物の分析を基に編年と地域的な

変化を主なテーマとして進められ、近年では

各地域で調査された遺構と出土遺物を中心に

社会の位階化と社会集団の性格と組織を解明

しようとする努力が行なわれている（金承玉

２００６、�眞晟２００６）。さらには一定景観内にお

ける支石墓の築造が持つ象徴的な意味と支石

墓の存在による意味作用についても解釈が試

みられている（李盛周１９９９、金鐘一２００４）。

２０００年代になると朝鮮半島東海岸地域（江

原道嶺西地域含む）では青銅器時代の墳墓と

して支石墓以外に石棺墓、周溝墓、石槨墓、

土壙墓に分類される墳墓が調査され、青銅器

時代墳墓の多様性に対する論議が本格化した。

しかし、調査された墳墓の中には後代の毀損

が激しく構造を充分に把握できないものも多

く、また古い時期の調査は調査水準の問題か

ら正確な遺構の内容を把握できるものが少な

いため、研究の進展に困難をもたらしている

状況である。江原道地域の支石墓及びその他

の墳墓に対する最近の集成とその性格に対す

る分析的な研究としては高東淳（１９９９）、鄭然

雨（２００５）、金権中（２００７）、金圭鎬（２０１０）の

作業がある。これらの研究は新たな解釈の試

みというよりは江原道地域の墳墓資料に対す

る総整理作業に意味を置いており、一連の支

石墓集成作業と内容上の重複が多い。

本稿の研究対象地域である朝鮮半島東海岸

地域は江原道嶺東地域を中部東海岸地域に、

慶尚北道蔚珍郡－浦項市－慶州市－蔚山広域

市に至る地域を南部東海岸地域（１）に区分でき

る。朝鮮半島南部地域の無文土器文化の展開

過程において東海岸地域は文化の伝播及び移

動経路上（２）重要な位置を占めている。東海岸地
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域の無文土器の要素には西北・東北地域の文

化要素が共伴する様相が見られ、青銅器時代

の遺跡は河川と海が合水する地域と湖岸の丘

陵地帯に位置しており海岸線に沿って拡散・

定着したことが分かる。嶺東地域と蔚珍－浦

項－慶州－蔚山をつなぐ南部東海岸地域の無

文土器の編年も複合文様から単独文様に変わ

るという大きな流れは同様である。

東海岸地域の青銅器時代墳墓研究において

嶺東地域は江原地域青銅器時代墳墓研究の対

象地域として扱われてきた（金権中２００７、金

圭鎬２０１０）。蔚山地域に対する青銅器時代墳墓

については研究が進んでおり（李秀鴻２００７・

２０１０、黄昌漢２０１０）、本稿の南部東海岸地域に

あたる検丹里類型の墳墓に対する論考が発表

されている（李秀鴻２０１１）。

本稿での筆者の東海岸地域青銅器時代編年

案（朴栄九２００９を一部修正）は以下のとおり

である。早期（刻目突帯文土器出土遺跡、江

陵校洞）－前期（前期前葉、前期中葉、前期

後葉）－検丹里段階を中期（３）（前半、後半）

－円形粘土帯段階を後期に編年する。

本稿では江原道嶺東地域と調査資料が増加

している検丹里文化圏（李秀鴻２０１０）の範疇

に含まれる盈徳、浦項、慶州、蔚山地域の南

部東海岸地域を対象にして青銅器時代墳墓の

変遷様相について検討してみよう。

�．青銅器時代墳墓の立地と分布現況

東海岸地域における青銅器時代墳墓の立地

は大部分が低い丘陵に位置するほか、慶州地

域の兄山江流域の沖積台地で一部墓制が確認

されており、集落の立地傾向と大同小異な様

相を見せている。嶺東地域先史遺跡の立地条

件を見ると、新石器時代と鉄器時代の遺跡は

海岸近くの潟湖と丘陵に位置するという違い

を見せている（朴栄九２００７）。

浦項地域では現在の草谷川周辺地域の丘陵

図１．江原地域における青銅器時代墳墓の分布
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性立地類型、冷川周辺地域の丘陵地域と沖積

台地に位置する河川性立地類型、三政里遺跡

など現在の九竜浦地域の東海岸に隣接した海

岸性立地類型に区分できる（朴栄九２００９）。慶

州地域は兄山江と西川、北川、南川の氾濫に

よって形成された平地型（４）と丘陵地形に立地す

る（孫ホソン・チョンサンウック２０１０）。一

方、蔚山地域は太和江、東川周辺の丘陵で多

数の青銅器時代集落が調査されており、最近

では東海岸に隣接する江東地域でも青銅器時

図２．南部東海岸地域における青銅器時代墳墓の分布

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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代集落の調査が増加している。以上のように

東海岸地域青銅器時代の墳墓の立地（５）もまた集

落の立地と同じ様相を見せる。一方、嶺東地

域で発見された唯一の土壙墓は松田里の砂丘

地帯に位置しているがこのような立地は極め

て例外的で、慶州徳泉里石棺墓と三政洞墓域

支石墓は平地型である沖積台地に立地する。

嶺東地域の青銅器時代墳墓は支石墓、石棺

墓、土壙墓に区分される。嶺東地域では潟湖

周辺の丘陵、河川が海に流れこむ河口周辺の

丘陵に青銅器時代集落が分布しており、この

ように集落が形成された丘陵の頂上部または

山裾にやはり青銅器時代の墳墓である支石墓

や石棺墓も位置している。嶺東地域では全１１２

基の支石墓が報告されているが現在９２基が残っ

ている。これらの支石墓は大部分が花津浦、

鏡浦湖など大きな潟湖に接した丘陵に密集分

布しており、高城郡花津浦周辺に５４基、束草

朝陽洞で確認された２基、襄陽南大川周辺８基、

江陵鏡浦湖隣近に４６基、東海市で確認された

４基など全１１２基になるが、東海市に分布する

一部の支石墓を除いて大部分が住居址と同様

に丘陵地帯に立地する。

嶺東地域で支石墓は束草朝陽洞１・２号、襄

陽浦月里１・２号、高城大垈里遺跡で１基が調

査されたが下部構造は全て石槨型である。石

棺墓は江原文化財研究所が発掘した江陵坊内

里遺跡で１基、高城松�里 B遺跡で１基、高

城松�里 D遺跡で３基、高城草島里遺跡で２

基、襄陽遠浦里で１基、江陵芳洞里 C遺跡で

２基など全１０基が調査されている。土壙墓は

襄陽松田里で１基が調査されている。

盈徳地域で確認された墳墓は支石墓のみで

あるが、南山里から２基、羽谷里２１２－３番地

で１１基が調査されている。

浦項地域で確認された墳墓は支石墓（６）、周溝

墓、土壙墓、石棺墓、周溝型遺構がある。し

かし、各集落で住居址と共に調査された墳墓

は院洞２地区の支石墓１基、江沙里支石墓１基、

虎洞の周溝墓１基、三政里の土壙墓１基、浦項

虎洞�地区の周溝型遺構であり、馬山里と鶴

川里では墳墓のみが確認されている。

慶州地域では支石墓（７）、石棺墓、石槨墓、墓

域支石墓が確認されている。支石墓は�山里

�ナ区域で１基、石棺墓は�山里�カ区域で

４基、�ナ区域で２基、�区域で１基、甲山里

で１基、月山里山１３７－１番地遺跡で１基、徳

泉里（嶺文研）１基、奉吉里１基の１１基であ

る。石槨墓は�山里遺跡でのみ確認され�カ

区域から５基、�区域で２基の７基が調査され

た。墓域支石墓は慶州錫杖洞８７６－５番地遺跡

で確認されている。

蔚山地域の墳墓は住居址の数に比べ極めて

少ないが埋葬主体部の構造は多様である。前

期には周溝墓、土壙墓、割石石棺墓、中期に

は墓域支石墓と周溝型遺構、後期には大部分

小型石棺墓が築造された。支石墓の場合、埋

葬主体部を地上に置く囲石型石棺である。

�．青銅器時代墳墓の型式と出土遺物

東海岸地域で確認された青銅器時代墳墓の

種類は支石墓、石棺墓、石槨墓、土壙墓、周

溝墓、墓域支石墓、周溝型遺構に区分される。

１．支石墓

嶺東地域を含む江原地域の支石墓全体を対

象にした型式分類（８）は鄭然雨が最初に試みた

（鄭然雨２００５）。嶺東地域の支石墓の調査は数

的に多くないが、嶺西地域と異なり墓域施設

が確認されておらず、独立的な分布様相を見

せることが特徴である。３遺跡（朝陽洞、浦月

里、大垈里）で５基の支石墓が発掘調査され

ている。

朝陽洞１・２号支石墓は住居址が位置する丘

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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陵から東へ約７００m離れた丘陵で調査された。

石槨型の埋葬主体部から扇形銅斧と無茎式石

鏃、一段茎式石鏃が出土している。

浦月里支石墓は石槨型で遺物は出土せず、

住居址が立地する丘陵で住居址と約１０～２０m

の距離を置いて位置しており、大垈里支石墓

も蓋石式で石槨型の地下式構造であり、住居

址と隣接している支石墓である。遺物が出土

せず住居址との時期に関する問題は不明であ

るが、住居址と同じ丘陵内に位置することか

ら時期的な違いは大きくないものと思われ

る（９）。

盈徳地域では南山里で２基（１０）、羽谷里２１２－

３番地で支石墓１１基が確認された。上石の下

に数個の割石が巡る場合と埋葬施設が全く確

認されない場合もある。

浦項地域では院洞２地区�－１区域の海抜６１

mの丘陵頂上部で１基調査された。上石が無

く蓋石がある地下式の石槨型（１１）で平面形態は

長方形を呈する。遺物は磨製石槍片１点が西

長壁の下から出土した。江沙里支石墓は上石

が耕地整理時に現在の位置に動かされた状態

であった。平面形態は長方形に近く出土遺物

はない。

慶州地域には３６９基の支石墓が分布すると

報告されているが（金廣明２００３）、このうち発

掘調査された支石墓は坊内里５基、�山里�

ナ区域支石墓である（１２）。

蔚山地域では検丹里遺跡３基、中山洞７１５－

１遺跡２基、徳新里１基、上蓮岩�－１号で７

基が調査された。蔚山地域と慶州坊内里、盈

徳南山里など検丹里類型の支石墓は地上式で

区分 積石形態
埋葬施設

埋葬主体部出土遺物 備考
形態 床面 位置

朝陽洞１号 無 石槨 小割石板石 地下 銅斧、無茎式石鏃 Ⅰ a
朝陽洞２号 無 石槨 小割石板石 地下 無茎式・有茎式石鏃 Ⅰ a
浦月里１号 無 石槨 地山 地下 Ⅰ a
浦月里２号 無 石槨 割石 地下 Ⅰ a
大垈里１号 無 石槨 割石、川石 地下 Ⅰ a
南山里（２基） 無 囲石 川石 地上 Ⅱ c
羽谷里（１１基） 無 囲石 川石 地上 Ⅱ c
院洞２地区Ⅳ－１区域 無 石槨 礫石、板石 地下 石槍 Ⅰ a
浦項江沙里 無 ？
慶州芳内里１ 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
慶州芳内里２ 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
慶州芳内里３ 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
慶州芳内里４ 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
慶州芳内里５ 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
�山里Ⅱナ 無 石槨 川石 地下 Ⅰ a
検丹里１号 無 土壙 Ⅰ c
検丹里２号 無 割石 割石 地下 Ⅰ a
検丹里３号 無 囲石 割石 地上 Ⅰ c
中山洞７１５－１１号 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
中山洞７１５－２号 無 囲石 割石 地上 Ⅱ c
上蓮岩Ⅲ－１ 無 石槨 割石 地下 石槍、石鏃 Ⅰ a
徳新里１号 無 無 ？

表１．東海岸地域における支石墓の調査現況

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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埋葬主体部は小型の囲石型石棺の形態を見せ

ている。このような囲石型石棺は湖南地方か

ら伝播したものと把握されている（李秀鴻

２０１１）。

東海岸地域に支石墓が導入・築造された時

点は他の地域と類似するものと判断される。

朝鮮半島の各地域に定着した支石墓は地域ご

との発展をなしたものとみられるが、大規模

区画施設と埋葬施設を有する南海岸地方の支

石墓や多数の上石が群集する湖南地方の支石

墓、巨大な北方式支石墓は各自の地域的発展

をなした結果物と考えられる。

これに比べ江原地域を含む東海岸地域の支

石墓はどの側面においても印象的な規模で発

展することができず他地域でのように粘土帯

土器段階まで存続したのち消滅してしまった

ものと理解される（李盛周・朴栄九２００９）。

本稿では支石墓を埋葬主体部の位置によっ

て地下型（I型）、地上型（�型）に区分し、

埋葬主体部の構造によって石槨型（a型）、石

棺型（b型）、囲石型（c型）に分類した。東

海岸地域では積石は確認されていないため分

類基準からは除外した。

２．石棺墓

東海岸地域で調査された石棺墓は計４０基で

ある。石棺墓の分布は嶺東地域の場合、大部

分１～３基ほどの小規模で独立的分布を見せて

おり、嶺西地域は支石墓周辺に混在したりさ

ほど遠くない隣近に共存する形で分布してい

る。

嶺東地域では江陵坊内里遺跡（江原文化財

研究所発掘）で１基、高城松�里 B遺跡で１

基、松�里 D遺跡で３基、高城草島里遺跡で

２基、襄陽遠浦里で１基、江陵芳洞里C遺跡で

２基など計１０基が調査されている。

浦項地域では馬山里で１基、鶴川里で５基が

調査されている。馬山里石棺墓（慶尚北道文

化財研究院２００５）の平面形態は長方形で平面

比は２．２：１である。遺物は石剣１点、三角湾

入石鏃１点が出土した。

慶州地域では�山里�カ区域で４基、�ナ

区域で２基、�区域で１基、甲山里で１基、月

山里山１３７－１番地遺跡で１基、徳泉里（嶺文

研）１基、皇城洞５３７－２番地１基、奉吉里１

基など計１２基である。

蔚山地域の石棺墓は早日里遺跡７２号、校洞

里スナム遺跡の割石石棺墓で赤色磨研土器と

二段柄式石剣、一段茎式石鏃が出土し、徳新

里石棺墓では一段柄式石剣が出土した。山下

洞遺跡では４基の石棺墓が調査されたが、２－

１号と２－２号は墓域施設を有しており、区画

された敷石の下から２基が調査された。蔚州

徳新里５７２－６番地石棺墓（５基）は１枚ある

写真１．蔚州徳新里５７２－６番地遺跡３号墓（１）、５号墓（２）、１号ソッテ関連遺構（３）

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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遺跡名 規模（cm） 形態 蓋石 壁石 床面 出土遺物（数） 墓壙充填 形態

坊内里（江文） １４０×４０×４０ 字形 板石４ 板石 板石 台付小壺 粘土 Ⅰ Aa

芳洞里 C－１ ８５×４７×３４ 字形 板石１ 板石形割石 板石 粘土 Ⅱ Aa

芳洞里 C－２ １３０×４０×４５ 字形 割石造 割石 粘土 Ⅱ Aa

松�里 B－１ １２５×５５×４５ 字形 板石形割石 地山 無茎式石鏃２ 割石 ⅡCb

松�里 D－１ ４８×１５×２０ 字形 板石２ 板石各１ 割石 割石 ⅠCb

松�里 D－２ ４８×２３×２３ 字形 板石１ 板石各１ 割石 粘土帯土器片 割石 ⅠCb

松�里３ （７１×５２×１８） 字形 板石各１ 板石 粘土 Ⅰ Aa

草島里１ １３４×６７ 字形 割石造 割石 粘土 Ⅱ Ca

草島里２ １１４×８５ 字形 割石造 割石 粘土 Ⅱ Ca

遠浦里 １３５×７０×３４ 字形 板石各１ 地山 粘土 Ⅰ Ca

浦項馬山里 １２２×５５×１７ 字形 板石２ 粘土 石剣、三角湾入鏃 割石＋粘土 Ⅰ Cc

鶴川里１号 １５４×３９×４５ 字形 板石 板石 割石＋粘土 Ⅰ Aa

鶴川里２号 １２０×３３×４５ 字形 板石４ 板石 地山 割石＋粘土 Ⅰ Ca

鶴川里３号 １３０×３０×４５ 字形 板石２ 板石 割石 割石＋粘土 Ⅰ Ba

鶴川里４号 １２９×４２×４５ 字形 板石 板石 割石 剣把頭飾、石槍 割石＋粘土 Ⅰ Bc

鶴川里５号 １３５×３０×４５ 字形 板石 板石 地山 剣把頭飾 粘土 Ⅰ Ca

慶州�山里Ⅱカ１号 １０４×６８×３７ 字形 板石 板石１－２ 割石 粘土 Ⅰ Ba

慶州�山里Ⅱカ２号 １３４×８０×３７ 字形 割石 割石 赤色磨研土器把手 粘土 Ⅱ Ba

慶州�山里Ⅱカ３号 ８０×４８×２０ 字形 板石、割石 地山 粘土 Ⅰ Ca

慶州�山里Ⅱカ４号 １７９×７６×３４ 字形 板石 板石 割石＋粘土 Ⅰ Ac

慶州�山里Ⅱナ１号 １６０×８１×２４ 字形 板石 地山 割石＋粘土 Ⅰ Cc

慶州�山里Ⅱナ２号 ２１８×８１×２４ 割石 地山 赤色磨研土器、三角湾入鏃７ 粘土 Ⅱ Ca

慶州甲山里１号 ２６０×１９０×６０ 字形 板石 板石 割石 粘土 Ⅰ Ba

慶州月山里山１３７－１８３×２５×２０ 字形 割石、川石 板石 二段柄式石剣１、三角湾入鏃 粘土 Ⅱ Aa

慶州徳泉里 ８０×４０×？ 字形 板石 板石 石剣１、石鏃３、赤色磨研土器片 川石＋粘土 Ⅰ Ad

慶州隍城洞５３７－２ ７５×３７×４０ 字形 板石 川石 石鏃６ 川石＋粘土 ⅠBd

慶州奉吉里 １４１×６８×３０ 字形 割石 地山 石器 粘土 Ⅱ Ca

蔚山早日里 １４４×７３×７０ 字形 割石 地山 二段柄式石剣、赤色磨研土器 粘土 Ⅱ Ca

蔚山校洞里スナム １７０×７０×７８ 字形 川石 地山 二段柄式石剣、石鏃 粘土 Ⅰ Ca

蔚山徳新里１号 １６０×１００ 板石 地山 一段柄式石剣 粘土 Ⅰ Ca

蔚山徳新里２－１号 １００×６７ 字形 板石 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

蔚山徳新里２－２号 １７８×４８ 字形 板石 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

新�洞３号 ４５×３０×２５ 字形 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

新�洞６号 ４５×２５×２０ 字形 板石 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

九秀里６号 ３７×２０×２５ 字形 板石 板石 板石 赤色磨研土器 粘土 Ⅰ Aa

山下洞１ １４０×５０×４５ 字形 板石 板石 板石 無文土器 粘土 Ⅰ Aa

山下洞２－１ ７３×５２×３３ 字形 板石 板石 地山 割石＋粘土 Ⅰ Cc

山下洞２－２ ７７×５８×２９ 字形 板石 板石 地山 粘土 Ⅰ Ca

山下洞３ ９２×４７×２９ 字形 板石 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

茶雲４３６－５ １１０×５７×８ 字形 板石 板石 粘土 Ⅰ Aa

徳新５７２－６ １ １１０×５８×１２ 字形 板石 割石 粘土 ⅠBb

徳新５７２－６ ２ １０８×６４×２０ 字形 板石 板石 割石 Ⅰ Ab

徳新５７２－６ ３ ８０×６０×８ 字形 板石 板石 地山 赤色磨研土器 粘土 Ⅰ Ca

徳新５７２－６ ４ １３０×９０×３２ 字形 板石 地山 孔列文土器片 粘土 Ⅰ Ca

徳新５７２－６ ５ １３０×１００×１０ 字形 板石 板石 板石 割石 ⅠBb

表２．東海岸地域における石棺墓の調査現況

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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いは２枚の板石を利用して壁石を築造し、床

面には小型の割石を利用したり１枚あるいは

数枚の板石を利用して屍床を設けた。

以上のように石棺墓は大部分が丘陵上で住

居址とともに調査され、慶州徳泉里のみ沖積

台地で検出された。石棺の築造位置によって

区分すれば大部分が地下式であり、平面形態

を基準にすれば坊内里、芳洞里 C－１・２号は

ロ字形で、残りは 形である。大部分が板石

１枚で蓋石としているが、流失している場合が

さらに多く、江陵坊内里と浦項鶴川里２号は

板石４枚、鶴川里４号・徳新里５７２－６番地５

号では二重板石になっている。

石棺墓の分類基準は壁石の形態によって板

石石棺墓（I式）、割石石棺墓（�式）に大別

され、床面の処理状態によって板石（A式）、

川石・割石（B式）、地山（C式）に、さらに

墓壙間の充填形態によって粘土（a）、割石

（b）、粘土＋割石裏込め（c）、川石＋粘土裏込

め（d）に区分される。

江陵坊内里出土の台付小壺は江陵校洞１号

出土品と束草朝陽洞３号住居址出土品の中間

形態であり、�山里�カ－２号出土の赤色磨研

土器、三角湾入無茎式石鏃７点、慶州月山里

山１３７－１番地石棺墓出土の二段柄式１点、三

角湾入石鏃１７点、丸玉４点は前期中葉に編年

されて、馬山里石棺墓出土三角湾入石鏃は浦

項草谷里２号住居址、南松里３号住居址出土品

と類似していることから前期後葉に編年され

て、蔚山早日里遺跡７２号、校洞里スナム遺跡

の割石石棺墓は赤色磨研土器と二段柄式石剣、

一段茎式石鏃が出土しており前期後葉に編年

される。慶州徳泉里石棺墓出土赤色磨研土器

片１点と石鏃３点（無茎式２点、一段茎式石鏃

１点）、石剣の剣身片１点は嶺東地域の浦月里

１号住居址出土品と同じ形態を見せており中期

前半、徳新里５７２－６番地、徳新里石棺墓３号

では新しい段階の赤色磨研土器が出土してお

り中期後半に編年される。

石棺墓は円形粘土帯土器段階である青銅器

時代後期になると徐々に小型化し、石棺の形

態も整然としなくなる。嶺東地域の松�里 B

石棺墓で無茎式石鏃２点、浦項鶴川里石棺墓

４号では石槍、石鑿、剣把頭飾（江陵松林里

１号と類似）が出土し、５号出土剣把頭飾は高

城松�里 D出土品と類似する点から円形粘土

帯土器段階の墳墓と判断される。

３．石槨墓

石槨墓（１３）は慶州地域の�山里遺跡�カ区域

で５基が調査された。支石墓の下部構造であ

る可能性と石棺墓（割石型石棺）である可能

性があるが、�山里の石棺墓と比べると墓壙

の大きさに差が見られる関係で石槨墓に区分

した。�山里�カ区域の石槨墓５基は等高線

と並行して築造された。�カ－１・３・５号は蓋

石が残っており、壁石は大部分割石を利用し

て築造された。屍床は割石を敷いたり地山面

をそのまま利用した。墓壙と石槨の間には割

石裏込め（１号）、粘土裏込め（３－５号）、割石

＋粘土裏込め（２号）を施した。

遺物は�－カ３号で一段柄式石剣１点が出土

しており、これが大邱上仁洞１号石槨墓出土

品と類似することから青銅器時代中期後半に

編年される。

４．土壙墓

襄陽松田里遺跡で１基と浦項三政里１基、慶

州坊内里１基、東山里１基、蔚山屈火里�－２

号土壙墓、蔚山孝門洞（モジュール化産業団

地）２基、新泉洞２基、蔚州徳新里１基など計

１０基が調査された。

土壙墓の平面形態は大部分長方形で、内部

に何ら施設がない形態（�式）と床面は地山

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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面であり一部の壁を小さな割石で充填したり

内部に蓋石のような割石が発見される形態（�

式）に区分される。

襄陽松田里土壙墓の平面形態は長方形で、

内部には粘質含量が高い黄褐色砂が満たされ

ており中央から若干西側に偏って完形の無茎

式石鏃９点が出土した。

浦項三政里土壙墓の平面形態は隅丸長方形

である。墓壙は風化岩盤層を掘削して壁をほ

ぼ垂直に造成し、床は地山面をそのまま利用

した。木棺の痕跡や他の施設物は確認されな

かった。南長壁には壁石として利用した４枚

の割石（１４）が残っている。遺物は北長壁に接し

て赤色磨研長頸壺２点、中央から土製紡錘車

１点が出土した。

慶州東山里土壙墓は床面にはこれといった

屍床施設を設けていないが、木棺の範囲と推

定される有機物の痕跡と土層上で充填土と判

断される層が確認されたため木棺墓と推定さ

れる。内部では管玉１点と赤色磨研土器、紡

錘車が出土した。

蔚山屈火里�－２号土壙墓では有樋二段柄式

石剣と無茎式石鏃が出土しており前期中半に、

孝門洞（モジュール化産業団地）土壙囲石墓

では二段柄式石剣と一段茎式石鏃などが共伴

しており前期後葉に編年される。

５．周溝墓

周溝墓（１５）は従来周溝石棺墓、周溝附石棺墓

とも呼ばれてきたが、埋葬主体部の形態が典

型的な石棺のみならず石槨型と木棺もあるた

めに周溝という独特な墓域施設を強調するた

め「周溝墓」と呼んでいる（金権中２００８）。

周溝墓は嶺東地域では確認されておら

ず（１６）、浦項虎洞�地区の南側である C丘陵の

中央で平面細長方形のものが確認され、周溝

内部からは口唇刻目短斜線土器と無文土器の

底部が出土した。蔚山地域では中山洞薬水遺

跡で１基、泉谷洞１１７番地遺跡で２基の長方形

周溝墓と東川里遺跡では方形の周溝墓１基が

調査された。

虎洞周溝墓では口唇刻目短斜線土器が出土

しており、筆者の編年案である浦項地域２期

である前期後葉に該当する。蔚山地域の周溝

墓の場合、長方形（中山洞薬水、泉谷洞１１７

番地）は前期後葉に、方形は前期後半～中期

前半に編年される。他の地域と異なり蔚山地

域の周溝墓は長方形から方形に変化し、埋葬

主体部は土壙（木棺）の構造を持つことが他

地域の周溝墓の埋葬主体部が石棺であるとい

う事実と比べて違いを見せる（金権中２００８）。

６．墓域支石墓（１７）

慶州錫杖洞８７６－５番地多世帯住宅新築敷地

内遺跡と蔚州吉川一般産業団地２次（１段階）

造成事業敷地内遺跡で円形と長方形の大型墓

域支石墓が調査されている。

慶州錫杖洞８７６－５番地の墓域支石墓は区画

施設として５０cm前後の割石を積み上げ、東西

方向に長さ４３mほど確認された。墓域内部で

遺跡名 規模（cm） 形態 蓋石 壁石 床面 出土遺物（数） 備考
慶州�山里Ⅱカ１号 １８０×２００×４７ 長方形 板石 ２枚 割石 割石裏込め
慶州�山里Ⅱカ２号 ３９８×３９２×７８ 長方形 板石 １枚 割石 割石＋粘土裏込め
慶州�山里Ⅱカ３号 ２５６×１２３×４８ 長方形 割石 割石 磨製石剣 粘土裏込め
慶州�山里Ⅱカ４号 ２７６×１９０×３８ 長方形 割石 割石 粘土裏込め
慶州�山里Ⅱカ５号 ２２４×１４２×５８ 長方形 板石 １枚 割石 粘土裏込め

表３．石棺墓調査現況

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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は埋葬主体部と考えられる石棺墓１基が確認

され、石棺内部では一段柄式石剣片１点が出

土した。石棺墓の隣近で竪穴遺構が確認され、

その内部に木炭が置かれており上部から人骨

が発見されたことから火葬墓と推定されてい

る。

蔚州吉川一般産業団地２次（１段階）造成事

業敷地内遺跡では墓域支石墓と積石遺構が調

査された。墓域支石墓は４基で平面形態は長

方形（１・２号）と楕円形（３号）に区分され

る。

７．周溝形遺構

従来、蓮岩洞溝、環溝（蔚山発展研究院文

化財センター２００９－埋葬関連遺構と判断）と

命名された遺構で、住居址とは無関係な火葬、

洗骨葬といった二次葬の埋葬方法を採用した

周溝墓と判断した李秀鴻（２０１０）（１８）の見解のよ

うに埋葬関連遺構と判断されるが、現在まで

調査された遺構からは埋葬主体部が確認され

ておらず周溝墓とは区分することにする。

蔚山山下地区３９基（蔚山発展研究院文化財

センター１０基（１９）、ウリ文化財研究院２０基、

蔚山文化財研究院 C地区で８基）、慶州下西里

で４基が調査された。一方、慶州漁日里 A－

�－１・２号、B区域（ハンビッ文化財研究院

調査溝状遺構（１・２・４・８～１４号））F－１号

溝状遺構、慶州神党里（慶尚北道文化財研究

院）１・２号溝状遺構、慶州淵安里、虎洞�地

区１・２・４号溝状遺構も規模及び集落内での

位置などを考慮すると、周溝型遺構と判断さ

れる。

平面形態は隅丸長方形、隅丸方形を呈し、

住居址が丘陵斜面に分布する反面、周溝型遺

構は稜線に分布し同じ丘陵において住居址よ

りは視覚的に高い場所に分布することが特徴

である（李秀鴻２０１０）。浦項�地区の周溝型遺

構は報告書では溝状遺構と把握されており、

最近この溝状遺構５基を周溝式区画墓に分類

して、別々に分散して位置し、長軸の方向性

や等高線との一定した規則を持たず、住居区

域と広場または多様な地形の中に立地するな

ど立地上の規則性がないため、この墓が連続

的な企画の中で造営されたのではなく、半独

立的な各集団に属したものと把握している（安

在皓２０１１）。

一方、山下洞１号周溝型遺構は１号住居址を

破壊して築造されており、４号では横線文、９

号では孔列文と短斜線（粒文）が出土してい

ることから検丹里類型の中期後半にあたる時

遺跡 平面形態
規模

出土遺物 時期
長軸 短軸 深さ 長短比

襄陽松田里 長方形 １８５ ７０ ２５ ２．６４：１ 無茎式石鏃９点 前期中半
浦項三政里 隅丸長方形 １８５ １０３ ４０ １．７９：１ 赤色磨研土器長頸壺２点 前期中半
慶州東山里 長方形 ２８５ １０６ １７ １．７５：１ 赤色磨研土器、紡錘車、管玉 中期前半
慶州坊内里 長方形 １５５ ５０ ５０ ３．１：１ 無文土器片 中期前半
蔚山新泉洞１号 長方形 ３００ １８０ ６０ １．６６：１ 赤色磨研土器 中期前半
蔚山新泉洞２号 長方形 ２１０ ６０ ３０ ３．５：１ 中期前半
蔚山屈火里 長方形 １７５ １０７ ４０ １．６３：１ 有樋二段柄式石剣、無茎式石鏃 前期中半
蔚山孝門洞（嶺文研）長方形 １４８ ６８ ７７ ２．１４：１ 石鏃、石槍 前期後半
蔚山孝門洞（大東） 長方形 ２３５ １３６ ２５ １．７２：１ 二段柄式石剣、石鏃 前期後半
蔚州徳新里 長方形 （９０）（６６）（１２） 磨製石剣、石鏃１１ 中期後半

表４．土壙墓調査現況

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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期（２０）の埋葬関連遺構である。

�．東海岸地域における青銅器時代墳
墓の変遷様相

ここでは東海岸地域に対する青銅器時代編

年案を設定して、墳墓の変遷様相について調

べてみることにしよう。

筆者の東海岸地域青銅器時代編年案（朴栄

九２００９を一部修正）は次のとおりである。早

期は方形住居址に石床囲石式炉址、刻目突帯

文土器が出土する慶州忠孝洞２・２３号、江陵

校洞１号が該当する。

前期は長方形、方形、細長方形住居址に囲

石式炉址、無施設式炉址、二段柄式石剣、三

角湾入鏃、二段（一段）茎鏃が出土する。前

期前葉は二重口縁土器（短斜線、鋸歯文）が

盛行する高城泗川里、襄陽臨湖亭里、突帯文

土器＋二重口縁土器が出土する慶州忠孝洞３

号、慶州金丈里（聖林文化財研究院），蔚山泉

谷洞、九英里が該当する。

写真２．錫杖洞８７６－５番地遺跡墓域支石墓（蔚州吉川一般産業団地造成事業敷地内遺跡ラ地区１・
２号墓）

写真３．蔚山山下洞周溝型遺構

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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前期中葉は可楽洞式、欣岩里式土器が盛行

する嶺東地域の朝陽洞段階、南部東海岸地域

１期（二重口縁土器要素盛行）に該当し、前期

後葉は駅三洞式土器が盛行し嶺東地域の坊内

里段階、南部東海岸地域２期（二重口縁土器

要素の消滅）に該当する。

中期は長方形、方形住居址（蔚山式住居

址）、無施設式炉址、一段茎式石鏃、一体型石

鏃が出土する。

中期前半は嶺東地域では孔列文土器が出土

する浦月里段階、南部東海岸地域は検丹里式

土器（粒文、把手付土器）が登場する。中期

後半には嶺東地域では無文土器壺が南部東海

岸地域は横線文、把手付土器が出土する。

粘土帯土器段階である青銅器時代後期は隅

丸長方形、隅丸方形、方形、長方形住居址と

無施設式炉址が確認され、円形粘土帯土器、

無文土器壺、一体型石鏃、三角形石鏃が出土

する。

１．地域別墳墓の変遷様相

１）嶺東地域

嶺東地域の青銅器時代墳墓は支石墓、石棺

墓、土壙墓に区分される。嶺東地域の青銅器

時代前期段階は無茎式石鏃、二段茎式石鏃、

二段柄式石剣、台付小壺などで定義されるが、

松田里の土壙墓、坊内里の石棺墓は前期中葉

に編年され、まだ前期前葉に該当する墳墓は

確認されていない。前期中半段階は嶺東地域

の土器編年を根拠にすると B.C.１０世紀頃に編

年される。

嶺東地域で襄陽浦月里遺跡と高城大垈里（２１）

５号住居址など単純孔列文土器の遺物構成を見

せる段階が中期に編年され、墳墓としては浦

月里支石墓、大垈里支石墓がこの段階にあた

る。

青銅器時代後期の墳墓で朝陽洞１・２号支石

墓の時期を円形粘土帯土器段階に編年するこ

とには同感するが（２２）、細形銅剣文化期（B.

C．４００～３００）よりは古い段階である嶺東地域

粘土帯土器前期１期段階（朴栄九２０１０）であ

る紀元前５世紀頃（李亨源の編年では琵琶形

銅剣段階（B.C．５００～４００年））に編年すること

にしよう。束草朝陽洞支石墓は青銅器時代中

期に編年される浦月里支石墓と同様に下部構

造が石槨型である。

したがって束草朝陽洞支石墓は嶺東地域の

円形粘土帯土器１期段階から以前の土着勢力（２３）

の墳墓を継承したものと判断される。嶺東地

域における円形粘土帯土器段階の墳墓の大部

分は高城松�里と江陵芳洞里で見られるよう

に石棺墓で違いを見せている。松�里石棺墓

と芳洞里石棺墓とともに円形粘土帯土器集落

と関連する石棺墓がこの段階に該当すると考

える。江原地域における円形粘土帯土器の時

期を B.C．５～３世紀頃と見るために後期の墳墓

も同じ時期に編年できる。

地域 支石墓 石棺墓 石槨墓 土壙墓 周溝墓 墓域支石墓 周溝型遺構

嶺東地域 ５ １０ １
盈徳地域 １３
浦項地域 ２ ６ １ １ ２
慶州地域 ６ １１ ５ ２ １ ８
蔚山地域 ７ １３ ６ ４ ４ ３９
合計 ３３ ４０ ５ １０ ５ ５ ４９

表５．東海岸地域青銅器時代墳墓調査現況

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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２）南部東海岸地域

南部東海岸地域はそれぞれ盈徳地域、浦項

地域、慶州地域、蔚山地域に細分して調べて

みよう。

盈徳地域では南山里で２基、羽谷里で１１基

が調査された。地上型の囲石型石棺と埋葬施

設が確認されない形態に区分される。出土遺

物がなく正確な時期は不明であるが、蔚山地

写真４．襄陽松田里土壙墓と出土遺物

写真５．江陵坊内里石棺墓と出土遺物

図３．束草朝陽洞１・２号支石墓と出土遺物

朴 栄九（訳：平郡 達哉）

６３２０１６年３月



類型 遺跡

Ⅰ

Ⅱ

高城 松�里 B−１３号

高城 松�里 D−２号高城 松�里 D−１号

高城 松�里 D−１号 高城 草島里１号

江陵 芳洞里 C−１号 高城 草島里２号

図４．嶺東地域における粘土帯土器段階の石棺墓

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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域と同じ検丹里型分布圏地域の墳墓（李秀鴻

２０１１）と判断され中期後半に編年できる。

浦項地域では馬山里石棺墓で三角湾入石鏃

と磨製石剣が出土し、虎洞周溝墓出土口唇刻

目短斜線土器と三政里土壙墓出土赤色磨研土

器（２４）などは筆者が編年した浦項地域２期で前

期後葉に編年される。

院洞２地区支石墓で出土した石槍は鶴川里

４号石棺墓から出土した石槍と類似する。鶴川

里石棺墓４号では磨製石槍、石鑿、剣把頭飾

（江陵松林里１号と類似）が出土し、５号剣把

頭飾は高城松�里 D出土品と類似する点から

院洞２地区支石墓と鶴川里石棺墓は共に円形

粘土帯土器段階である青銅器時代後期の墳墓

と判断される。

慶州地域では慶州忠孝洞と金丈里で刻目突

帯文土器住居址が見られる早期から前期前葉

に該当する墳墓は確認されていない。前期中

葉に該当する慶州�山里�カ－２号と月山里山

１３７－１番地石棺墓があり、中期に該当する墳

墓は徳泉里石棺墓と�－カ３号石槨墓であり、

後期に該当する墳墓はまだ調査例がない。

蔚山地域（李秀鴻２００７、黄昌漢 ２０１０）で

は支石墓、石棺墓、土壙墓、周溝墓、墓域支

石墓、周溝型遺構が調査された。蔚山九英里、

泉谷洞遺跡のような前期前葉に編年される時

期の墳墓は確認されておらず、蔚山地域で調

査された青銅器時代墳墓の中で最も古い遺構

は屈火里�－２号土壙墓である。

周溝墓は長方形のものが中山洞薬水遺跡で

１基、泉谷洞１１７番地遺跡２基、方形は東川里

遺跡で１基調査された。石棺墓は早日里遺跡

７２号、校洞里スナム遺跡の割石石棺墓から赤

色磨研土器と二段柄式石剣、一段茎式石鏃が

出土しており前期後半、徳新里５７２－６番地石

棺墓では新しい段階の磨研土器が出土してお

り中期後半に該当する。支石墓は検丹里遺跡

２基、中山洞７１５－１遺跡２基、徳新里５７２－６

番地１基、上蓮岩�－１号など６基が調査され

ている。墓域支石墓は蔚州吉川一般産業団地

２次（１段階）造成事業敷地内遺跡で４基が調

査されたが、平面形態は長方形（１・２号）と

楕円形（３号）に区分される。周溝型遺構は蔚

山山下地区で３９基が調査された。平面形態は

写真６．慶北盈徳郡羽谷里２１２－３番地支石墓

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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院洞２地区 三政里土壙墓

馬山里石棺墓 鶴川里４号石棺墓

図５．浦項地域の墳墓及び出土遺物

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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�山里Ⅱ ナ－２号

徳泉里１号 �山里Ⅱ カ－３号

図６．慶州地域の墳墓及び出土遺物

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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孝門洞

泉谷洞カジェゴル

校洞里スナム

徳新里

山下洞
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検丹里
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隅丸長方形、隅丸方形に区分される。

２．東海岸地域における青銅器時代墳墓の変遷

様相

青銅器時代墳墓の分布様相は前期～後期ま

で集落内から独立した形態を見せる。東海岸

地域における青銅器時代墳墓の中で最初に登

場する墳墓は土壙墓である。襄陽松田里土壙

墓、蔚山屈火里土壙墓出土三角湾入石鏃、有

樋二段柄式石剣は前期中葉に編年される。�

眞晟は朝鮮半島南部地域の前期墳墓は土壙墓、

石棺墓、支石墓、周溝墓に区分され、時期は

図７．蔚山地域における墳墓編年図（黄昌漢２０１０から引用）

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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前期後半に属するとした（�眞晟２０１１）。筆者

は江原地域の石槨墓に分類された洪川哲亭里、

旌善アウラジ、外三浦里石槨墓出土三角湾入

石鏃と二段茎石鏃などと襄陽松田里土壙墓出

土三角湾入石鏃は前期中葉に編年でき、朝鮮

半島南部地域における青銅器時代墳墓の出現

を青銅器時代前期中葉と見ることにしよう。

一方、李亨源は洪川外三浦里石槨墓について

突帯文土器が出土する３号、５号住居址を磨製

石剣の共伴様相からみて前期前半（２５）に編年

し、石槨墓も同じ段階の墳墓と把握した（李

亨源２０１１）。浦項三政里土壙墓では赤色磨研土

器と紡錘車、蔚山孝門洞（モジュール化産業

団地）では二段柄式石剣と一段茎式石鏃が出

土しており前期後葉に編年される。

土壙墓は嶺東地域で１基、南部東海岸地域

で９基など調査例が少なく、青銅器時代前期

の墳墓として代表性を持つ墳墓型式と見るに

は資料が限定的である。

石棺墓は土壙墓と同様に前期中葉に登場し

て円形粘土帯土器段階である後期まで小型の

石棺の形態で持続的に築造される。坊内里石

棺墓出土台付小壺は江陵校洞１号出土品と束

草朝陽洞３号品の中間形態で前期中葉に編年

される。慶州�山里�カ－２号と月山里山１３７－

１番地石棺墓出土三角湾入石鏃は浦項地域の草

谷里２号住居址、南松里３号住居址出土品と類

似しており青銅器時代前期中葉に編年され、

蔚山早日里遺跡７２号、校洞里スナム遺跡の割

石石棺墓で赤色磨研土器と二段柄式石剣、一

段茎式石鏃が出土し、浦項馬山里出土三角湾

入石鏃は慶州馬山里三角湾入石鏃より新しい

前期後葉に編年される。慶州徳泉里では赤色

磨研土器片１点、磨製石剣、一段茎式石鏃、

三角湾入石鏃、身部が細長い三角湾入石鏃な

どの遺物構成を見ると、嶺東地域の浦月里１

号住居址出土品のように中期前半に編年され

る。松�里 B遺跡を含む嶺東地域の石棺墓と

浦項鶴川里石棺墓が円形粘土帯土器段階に該

当し、遺物は磨製石剣、石鑿、剣把頭飾など

が出土する。

石槨墓は慶州地域の�山里遺跡でのみ確認

される。�山里�カ－２号石棺墓では赤色磨研

土器の環状把手（２６）が出土し、�山里�カ－１３

号住居址では退化した欣岩里式土器が出土し

ており前期後葉に編年され、住居址を切って

後代に築造された�－カ３号石槨墓では一段

柄式石剣１点が出土しているが、これは大邱

上仁洞１号石槨墓出土品と類似しており中期

後半に編年される。

周溝墓は浦項院洞で細長方形周溝墓１基、

長方形は蔚山中山洞薬水遺跡で１基、泉谷洞

１１７番地遺跡２基、方形は蔚山東川里遺跡で１

基調査された。（細）長方形周溝墓は前期後葉

に、方形は前期後半～中期前半に編年される。

蔚山地域の周溝墓は長方形から方形に変化し、

埋葬主体部は土壙（木棺）の構造を持つこと

が特徴である。

支石墓は青銅器時代中期に登場するが、嶺

東地域の浦月里遺跡で調査された支石墓２基

と大垈里遺跡で調査された支石墓１基は中期

の墳墓に編年される。一方、蔚山地域で調査

された支石墓を見ると検丹里は地下式、中山

洞７１５－１番地は地上式で埋葬主体部は囲石型

石棺の形態を見せる検丹里類型の代表的な墳

墓と把握されており、慶州�山里�ナ区域支

石墓も同時期の墳墓と判断される。一方、朝

陽洞１・２号支石墓と浦項院洞２地区�－１区

域支石墓、蔚山上蓮岩�－１号は地下式の石槨

型でそれぞれ扇形銅斧と無茎式石鏃、磨製石

槍片１点が出土し、青銅器時代後期である円

形粘土帯土器段階に築造された墳墓と判断さ

れる。

墓域支石墓の平面形態は細長方形（慶州錫

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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杖洞）、蔚州吉川一般産業団地２次（１段階）

造成事業敷地内遺跡は長方形（１・２号）と楕

円形（３号）に区分される。磨製石剣と一段式

石鏃が出土しており中期後半に編年される。

周溝型遺構は周溝墓と判断されており（李

秀鴻２０１０）、平面形態は隅丸長方形、隅丸方形

で最近、蔚山山下洞遺跡と慶州漁日里遺跡な

ど東海岸に接した遺跡を中心に調査例が増加

している。蔚山山下洞１号周溝型遺構は１号住

居址を破壊して造成、４号では横線文、９号で

は孔列文と短斜線（粒文）が出土し、検丹里

類型の時期である中期後半の埋葬関連遺構で

ある。

一方、最近浦項虎洞�－２９号住居址と慶州

千軍洞５号住居址で確認された人骨を基に家

屋葬の存在が提起されている（兪炳�２０１０）。

また、蔚山式住居址で多く確認される火災住

居址の中で住居址内に積石されたものを家屋

葬の火葬行為と把握している（李秀鴻２０１１）。

浦項虎洞遺跡と千軍洞遺跡の小規模周辺集落

はたとえ伝統的な葬制であるとしても拠点集

落の影響を受け、それによって区画墓や支石

墓を採用できず被葬者の生の延長として死後

世界を家屋に再現したもので生前の住居を死

後の墳墓と同一視する社会的観念の中で家屋

葬が執り行われたものと把握している（安在

皓２０１１）。しかし、浦項虎洞遺跡は筆者が区分

した浦項冷川周辺集落の中では住居址が多く

確認された大規模集落（５２棟）と把握され、

隣接する�地区では前期後葉に編年される周

溝墓が確認されており、�地区のような丘陵

内で中期前半に編年される家屋葬（２９号住居

址）と周溝型遺構（３基－１・２号、４号溝状遺

構）が確認されている。また、浦項地域では

虎洞遺跡を除いては他の遺跡では周溝墓ある

いは周溝型遺構や家屋葬が確認されていない。

以上で東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷に

ついて調べてみた。以下では周辺地域の墳墓

に対する比較及び検討を試みる。

青銅器時代の江原地域では支石墓、石棺墓、

石槨墓、周溝墓、土壙墓など多様な墓制が確

認される。また同じ江原地域の中でも墳墓の

立地や分布、型式と構造、出土遺物において

相当な地域差を見せているが、特に嶺東と嶺

西地域は明確な対比を見せている。多様な墓

制の中で最も幅広い分布を見せるものは支石

墓と石棺墓である。実際、石槨墓は蓋石式支

石墓の下部構造として築造されたものが上石

が流失した結果、石槨墓として扱われた可能

性が高く、別途の墓制として認めにくい点が

ある。

嶺東地域を含む江原地域の支石墓は大型の

墓域と地下埋葬施設を持つ南方式支石墓や巨

大な上石を持つ北方式支石墓のどちらにも発

達しない点は中西部地方との共通点と言える。

嶺東地域を含む江原地域の支石墓は埋葬施設

を地下に置く蓋石式と地上にある北方式つま

り卓子式が共存しており、南方式つまり基盤

式はほとんど発見されていない。このような

様相は北方式支石墓と南方式支石墓がそれぞ

れ発達した南北両地域の漸移地帯である中部

地域の共通点と判断される（李盛周・朴栄九

２００９）。支石墓の構造的な変化について埋葬施

設が地下にある蓋石式から地上にある型式に

変化する方向と積石墓域を持つものから持た

ない北方式に近い構造への変化が指摘されて

いる（鄭然雨２００５）。

江原嶺西地域は土壙墓、支石墓、石槨墓、

石棺墓、周溝墓などで墓の種類は類似するが、

東海岸に比べ相対的に調査された墳墓が多い。

前期に石槨墓、周溝墓が該当し、過渡期には

牛頭洞石棺墓、中期には支石墓、石棺墓、土

壙墓、後期には中島２号支石墓で粘土帯土器

が出土しており、支石墓の一部が粘土帯土器

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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段階まで持続している（金権中２００７）。

嶺西地域の墳墓の中で特徴的なものは周溝

墓であるといえるが時期的に前期後葉と中期

の前半に限定して流行した。埋葬施設の規模

は小さな石棺に過ぎないが、方形あるいは細

長方形に区画された墓域はかなり大規模でま

たこれらが連接して分布することで大規模な

墓域空間を確保している。細長方形、方形あ

るいは長方形の墓域を持つ南部地方の区画墓

とは基本的なモチーフが同じであると見られ

る。

京畿地域の墳墓の種類は支石墓、石棺墓、

小型箱形石棺墓等であり、朝鮮半島南部地域

で卓子式支石墓が最も多く分布している地域

である。支石墓は青銅器時代後期に消滅して、

積石木棺墓と木棺墓に交替した。

東海岸地域では前期中葉に土壙墓と石棺墓

が出現して、嶺西地域には石槨墓と周溝墓が

出現する。両地域ともに早期と前期前葉に該

当する墳墓は確認されていない。嶺西地域の

土壙墓は龍岩里遺跡（１２基）で見られ、泉田

里類型に該当する中期に編年される。支石墓

は中期に盛行する墓制として東海岸地域と嶺

西地域ともに円形粘土帯段階まで部分的に存

続したのち消滅して、京畿地域では積石木棺

墓と木棺墓に交替する。

東海岸地域では朝鮮半島南部地域の他地域

と同様に青銅器時代早期つまり突帯文土器段

階に属する墳墓はまだ確認されておらず、青

銅器時代前期の墳墓が間欠的に発掘されてい

るが、調査された住居址の数に比べ墳墓空間

の造成が非常に微弱である（李亨源２０１１）（２７）。

一方、蔚山地域に墳墓が少ない理由は墳墓を

造営できる階層が少なかった可能性と現在の

一般的な立地より特殊な場所に埋葬した可能

性が提示されている（黄昌漢２０１０）。李秀鴻は

地上式あるいは浅い竪穴式構造が削平された

可能性と家屋葬と関連して住居址内に積石さ

れた火災住居址が一部墳墓に転用された可能

性を提示しながら、二つの可能性とも火葬や

風葬、洗骨葬といった二次葬の葬法が原因に

なるとした（李秀鴻２０１１）。

時期 支石墓 石棺墓 石槨墓 土壙墓 周溝墓 墓域支石墓 周溝型遺構

前期中半

江陵坊内里，
慶州�山里Ⅱ
ナ－２号，慶州
月山里１３７－１

襄陽松田里，
蔚山屈火里

前期後半

浦項馬山里，
蔚山早日里，
慶州�山里Ⅱ
ナ－２号，蔚山
校洞里スナム

浦項三政里，
蔚 山 孝 門 洞
（大東）

浦項虎洞Ⅰ，
蔚山泉谷洞・
中山洞薬水

中期前半

襄陽浦月里，
高城大垈里，
慶州�山里Ⅱ
ナ区域

慶州徳泉里，
慶州�山里Ⅱ
カ－３号

慶州東山里 蔚山東川里 浦項虎洞Ⅱ

中期後半 蔚山徳新里５７２
－６

慶州徳泉里，
慶州�山里Ⅱ
カ－３号

蔚山徳新里５７２
－６

慶州錫杖洞，
蔚山吉川産業
団地

蔚山山下地区

後期

朝陽洞１・２号，
浦項院洞２地
区Ⅳ－１区域，
上蓮岩Ⅲ－１号

高城松�里・
草島里，江陵
芳洞里，浦項
鶴川里

表６．東海岸地域青銅器時代墳墓の編年

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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東海岸地域青銅器時代墳墓の分布様相は前

期～後期まで集落内で独立した形態で分布す

る。最近、大邱、慶南、湖南地域で調査例が

増加している墓域支石墓が一部確認されてい

るが、青銅剣、玉などの副葬遺物などは確認

されていない。このような原因は東海岸地域

が青銅器時代前期の伝統が持続する中で松菊

里文化の不在による地域性と密接な関連性が

あるものと解釈できる（黄昌漢２０１０）。また、

東海岸地域は広い沖積地が形成されていない

という地理的特性によって稲作文化が盛行せ

ず大規模集落を形成する地形的な空間、つま

り個別丘陵の規模が小さい関係で単一集落の

規模が小さくならざるをえない。したがって

農耕社会で葬送儀礼が社会的位置や身分を示

すこと以外に集団の結束を強化しようとする

目的も同時にあったという意見（李相吉２０００）

を考慮すると、蔚山地域を含む東海岸地域は

このような集団の結束（農耕文化）を物語る

墳墓の築造及び墳墓を造営できる階層が少な

いことによる社会的位置や身分をあらわすた

めの大型区画墓の築造が相対的に不必要であっ

たものという理解（黄昌漢２０１０）に同感する。

Ⅴ．結論

以上の内容を整理して結論としたい。

東海岸地域における青銅器時代墳墓として

支石墓、石棺墓、石槨墓、周溝墓、土壙墓、

墓域支石墓、周溝型遺構など多様な墳墓が確

認される。しかし、朝鮮半島南部地域の他地

域と同様に青銅器時代早期つまり突帯文土器

段階に属する墳墓はまだ確認されていない。

また、調査された集落内の住居址の数に比べ

て墳墓の調査事例は極めて少ない。

東海岸地域における青銅器時代墳墓は大部

分低い丘陵に立地し、一部沖積台地で確認さ

れるが集落の立地傾向と大同小異な様相を見

せている。嶺東地域の襄陽松田里で発見され

た土壙墓は砂丘地帯に位置しており、このよ

うな立地は極めて例外的であるといえる。

東海岸地域青銅器時代墳墓の中で最初に登

場するのは土壙墓である。しかし調査例が少

なく東海岸地域青銅器時代前期の墳墓として

代表性を持つ墳墓型式と見るには資料的限界

がある。

石棺墓は東海岸地域で最も多く調査された

墳墓である。土壙墓と同様に前期中葉に登場

して円形粘土帯土器段階である青銅器時代後

期まで小型石棺の形態で持続的に築造される。

石槨墓は慶州地域の�山里遺跡でのみ確認

されている。遺物は一段柄式石剣１点が出土

しており青銅器時代中期後半に編年される。

周溝墓は細長（長）方形のものが前期後葉、

方形は前期後葉～中期前半に編年される。蔚

山地域の周溝墓は長方形から方形に変化して、

埋葬主体部は土壙（木棺）の構造を持つこと

が特徴である。

支石墓は東海岸地域で最も多く分布してい

る墳墓であるが、実際に発掘調査された支石

墓は少なく正確な時期設定が難しい状況であ

るが、東海岸地域に支石墓が導入・築造され

た時点は他地域と類似するものと判断される。

墓域施設が確認されておらず独立的な分布様

相を見せ、南部東海岸地域の検丹里文化圏で

は地上式の囲石型石棺の構造を呈する特徴を

見せている。支石墓の登場時点は青銅器時代

中期であり、束草朝陽洞１・２号支石墓と浦項

院洞２地区�－１区域支石墓、蔚山上蓮岩�－

１号は青銅器時代後期の円形粘土帯土器段階に

築造された墳墓である。

東海岸地域の支石墓は築造規模や形態など

からみて自主的な発展様相は不完全であり他

地域と同様に粘土帯土器段階まで存続したの

ち消滅してしまったものと判断される。

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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近年、慶州と蔚山地域で墓域支石墓が確認

されており、慶尚南道地域の墓域支石墓との

比較検討が行わなければならず、蔚山山下洞

遺跡と慶州漁日里遺跡など海岸に接して位置

する遺跡を中心に調査例が増加している周溝

型遺構は周溝墓のような墳墓と判断されるが、

その性格究明はさらなる正確な資料増加を待っ

て追加的な検討が必要なものと判断される。
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翻訳作業において朴栄九氏、金耿里氏から

援助を頂いた。末尾ながら感謝いたします。

（１） 既存の研究では嶺南東海岸地域（董眞淑

２００３）、東南海岸地域（黄�眞２００４）、兄

山江流域・太和江流域・東海岸地域（金

権九２００５）に区分されてきたが、筆者は

江原嶺東地域を中部東海岸地域に、慶尚

北道蔚珍郡－浦項市－慶州市－蔚山広域

市に至る地域を南部東海岸地域に区分し

た（朴栄九２００９）。
（２） 嶺東地域と東南海岸地域に豆満江流域の

影響があらわれる時期とその対象には違

いがあり、嶺東地域には前期前半に蔚山

地域には前期後半にあらわれるとし、嘴

形石器は東海岸を通したルートだけでな

く内陸を通したルートも想定されるとし、

嶺東地域と東南海岸地域は東北地域との

関連性で共通点と共に差異点もあるとみ

た（�眞晟２０１０）。
（３） 中期は長方形、方形住居址（蔚山式住居

址）、無施設式炉址、一段茎式石鏃、一体

型石鏃が出土する。中期前半は嶺東地域

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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では孔列文土器が出土する浦月里段階、

南部東海岸地域は検丹里式土器（粒文、

把手付土器）が登場する。中期後半には

嶺東地域では無文土器壺が、南部東海岸

地域では横線文、把手付土器が出土する。
（４） 慶州金丈里遺跡、徳泉里遺跡（嶺文研）、

隍城洞遺跡が代表的である。
（５） 嶺西地域では支石墓の９２％が河川沿いの

沖積台地や平野地帯に位置する一方、嶺

東では支石墓の９６％が丘陵地帯や山麓に

位置する（金圭鎬２０１０）。
（６） 浦項市には約３５０基の支石墓が分布する

と報告されている（金廣明２００３）。
（７） 慶州市には約３７０基の支石墓が分布する

と報告されている（金廣明２００３）。
（８） この型式分類によると、支石墓の属性の

中で最も重要な分類基準とされたのは「墓

室の位置」であった。地下型（�型）、地

上に墓室が築造されたものを地上型（�

型）に大別し、積石の有無、埋葬主体部

の型式によって区分した。さらに積石の

有無によって積石があるもの（a型）とな

いもの（b型）に、埋葬施設の型式によっ

て石槨型（�型）、石棺型（�型）、土壙

型（�型）に細分している。
（９） 孔列文土器が地表採集された高城郡仁亭

里遺物散布地も同じ丘陵内で支石墓２基

が確認されており、今後上記の遺跡に対

する調査が行われれば住居址と支石墓間

の時期設定ができるものと考えられる。
（１０） 南山里支石墓２基は埋葬主体部が地上に

位置する囲石型石棺で床面に黒色粘土を

敷いた後、直径５cmほどの礫を敷いて屍

床とした。
（１１） 李秀鴻は床面に割石や板石を屍床として

敷き、内部に割石は存在するものの壁石

とするには粗雑に積まれていることから

木棺や他の屍床の存在を類推できる墳墓

と把握している（李秀鴻２０１１）。
（１２） 支石墓の構造は上石、埋葬施設、敷石施

設で構成される。しかし支石墓を調査す

ると上石の下で埋葬施設のみ確認される

場合と敷石施設のみ確認される場合があ

り、支石墓の上石を除くと埋葬施設は石

棺・石槨墓と形態上の違いがない（閔善

禮２００７）。
（１３） 嶺西地域では南漢江流域の旌善アウラジ

遺跡、北漢江流域の洪川外三浦里遺跡、

哲亭里�遺跡でそれぞれ１基ずつ調査さ

れた。アウラジ３号石槨墓は支石墓とと

もに分布するのに対し、外三浦里や哲亭

里�遺跡では石槨墓１基が単独で確認さ

れた。石槨墓は蓋石式支石墓の下部構造

と推定されるが蓋石が確認されず、積石

などの墓域施設も確認されず石槨墓に分

類した。平面形態が長方形を呈し比較的

深さのある地下式であり、四壁は川石を

利用して７～１３段に積んだ。遺物は無茎

鏃と二段茎式石鏃が主流をなし、土器は

赤色磨研土器が出土し江原地域の支石墓

から出土する遺物とは相当な違いを見せ

ており時期差もあるため、支石墓の下部

構造とは異なる系統の墓と見ている（鄭

然雨２００５、金権中２００７）。
（１４） 板石や割石が壁面の一部にのみあるもの

や壁面や底面に固定された痕跡がなく全

体的な形態において定型性が落ち、壁石

というよりは補強石のような機能を持つ

と見られる場合は木棺である可能性が高

いとした（�眞晟２０１１）。
（１５） 朝鮮半島南部地域で発掘調査された周溝

墓は１６遺跡４３基で江原嶺西地域６遺跡

（北漢江流域の華川居礼里１基、春川泉田

里１６基、河中島２基、洪川哲亭里�遺跡

朴 栄九（訳：平郡 達哉）
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９基、南漢江流域の平昌泉洞里遺跡１基、

鍾岐里遺跡１基）、慶尚南東部地域４遺跡

－浦項虎洞遺跡（慶尚北道文化財研究院

２００５）、蔚山東川里遺跡（蔚山文化財研究

院２００６）、蔚山中山洞薬水遺跡（蔚山文化

財研究院２００７）、蔚山泉谷洞１７１番地遺跡

（蔚山文化財研究院２００７）、慶南西南部地

域４遺跡－晋州玉房８地区遺跡（国立昌原

文化財研究所２００３）、泗川梨琴洞遺跡（慶

南考古学研究所２００３）、馬山新村里遺跡

（慶南発展研究院歴史文化センター２００７）、

山清下村里遺跡（慶南発展研究院歴史文

化センター２００８）、湖西地域２遺跡－天安

云田里遺跡（忠清文化財研究院２００４）、舒

川烏石里遺跡（忠清文化財研究院２００６）

である。江原嶺西地域を除いて大部分１～

３基ずつの周溝墓が確認されている（金権

中２００８）。
（１６） 江原地域の青銅器時代墳墓の中で最も特

異に発達した墳墓は周溝石棺墓であると

言える。現時点では北漢江流域と南漢江

流域で発見されており時期的にも前期末

と中期初めに限定して流行した。埋葬施

設の規模は小さな石棺に過ぎないが、方

形あるいは細長方形に区画された墓域は

かなり大規模で、またこれらが連接して

分布することで相当広い墓域空間を確保

している。このような周溝墓は細長方形、

方形あるいは長方形の墓域を持つ南部地

方の区画墓と基本的なモチーフが同じで

あると見ることができる。
（１７） 埋葬主体部の周囲に墓域が造成された墳

墓は積石墓、積石付式支石墓、敷石墓、

区画墓、舗石墓、龍潭式支石墓、墓域式

支石墓、墓域支石墓とも呼ばれている（尹

昊弼２００９）。
（１８） 墓域を造成した墳墓は前期には朝鮮半島

南部地方に周溝墓が採択されてから後期

（本稿の中期）になると松菊里類型分布圏

では墓域に本格的に石を主材料として利

用、地下に位置する埋葬主体部、伸展葬

を主埋葬方法として採択、群集して分布

する舗石型支石墓に発展した一方、検丹

里類型分布圏では埋葬主体部の地上化、

墓域が小規模化して周溝墓の伝統が続い

たと推論している（李秀鴻２０１０）。
（１９） 報告書では環溝１０基と報告されているが、

３号溝状遺構は周溝型遺構と判断される。
（２０） 現在、蔚山山下地区中、山下洞を除いた

他の地区で調査された周溝型遺構に対す

る報告書が刊行されておらず正確な時期

は不明であるが、検丹里段階（中期前

半～中期後半）に該当する時期に暫定的

に編年する。
（２１） 高城大垈里遺跡は口唇刻目孔列文土器片

と無茎式石鏃などが出土しており前期後

葉に編年できるが、５号住居址では孔列文

土器のみが確認され中期に編年できる。
（２２） 李亨源は朝陽洞支石墓出土石鏃と扇形銅

斧の形態を牙山南城里や礼山東西里遺跡

で出土したものと同じ型式に分類した。

扇形銅斧は松菊里と類似するが、南城里

と類似する型式であるため粘土帯土器段

階の遺物とも時期の比定が必要であると

しながら、支石墓、扇形銅斧、一段茎式

石鏃の形態から松菊里型段階により近い

ものと編年してから最近の論考では細形

銅剣文化期（B.C．４００～３００）に編年して

いる（李亨源２０１０）。
（２３） 嶺東地域に円形粘土帯土器が定着する段

階で既存の勢力と交流、融化したものと

判断される。このような点は住居址の立

地様相、出土遺物（無文土器壺、孔列文

土器、粘土帯土器共伴）の様相を通して

（翻訳）朝鮮半島東海岸地域青銅器時代墳墓の変遷
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うかがい知ることができる。
（２４） 朝鮮半島南部地域の墳墓に赤色磨研土器

が副葬される時期は前期後半以降と比定

されている（宋永鎮２００６）。
（２５） 筆者は突帯文土器が出土する外三浦里３・

５号住居址を早期と判断する。これについ

ては別途の論考を通して言及しよう。
（２６） 赤色磨研土器の把手は環状把手から青銅

器時代中期に瘤状把手に変化する様相を

見せる（キム・ジヨン２００７）。
（２７） 青銅器時代前期の農耕が稲作よりは焼畑

や畑作中心に行われた場合、焼畑農耕の

地力消耗による休耕期間の影響で当時の

集落の同一地域に対する定住度が弱まる

と共に集落単位の移動は頻繁に起こった

ことが前期集落に墳墓空間が造成されな

い理由であると考えている。

朴 栄九（訳：平郡 達哉）

７７２０１６年３月




